
　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
防
止
の
為
、
令
和
２
年
か
ら
４
年
に
亘
り
、

同
窓
会
活
動
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
５
月
に
な
っ
て
、
コ
ロ
ナ
が
２
類
か

ら
５
類
に
な
り
、
マ
ス
ク
を
着
け
る
こ
と
も
自
由

に
な
り
、
各
種
の
制
限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、

感
染
リ
ス
ク
は
変
わ
ら
ず
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
油
断
し
な
い
よ
う
、
各
自
が
対
策
を
と
る
こ
と

も
必
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
皆
様
に
は
、
適
切
な

体
調
管
理
を
行
い
、
健
康
な
日
々
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
田
邉
学

教
頭
先
生
の
後
任
と
し
て
、
向
後
孝
憲
先
生
が
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。
向
後
先
生
は
、
茂
原
市
出
身
、

母
校
卒
業
生
で
あ
り
、
平
成
16
年
よ
り
教
諭
と
し

て
本
校
に
ご
勤
務
さ
れ
、
そ
の
後
、
八
街
高
校
、

銚
子
商
業
高
校
を
経
て
、
４
月
に
教
頭
職
で
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
母
校
の
伝
統
、
校
風
等
も
よ
く
ご

存
じ
で
あ
り
、
母
校
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
大

い
な
る
力
と
な
る
も
の
と
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
５
年
６
月
17
日
（
土
）、
会
員
出
席

30
名
の
下
、
千
葉
県
立
一
宮
商
業
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、次
の
議
案
を
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案　

�

令
和
４
年
度
一
宮
商
業
高
等
学

校
同
窓
会
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

第
２
号
議
案　

�

令
和
４
年
度
一
宮
商
業
高
等
学

校
同
窓
会
決
算
報
告
、
監
査
報

告
に
つ
い
て

　

第
３
号
議
案　

�
令
和
５
年
度
一
宮
商
業
高
等
学

校
同
窓
会
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

　

第
４
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
一
宮
商
業
高
等
学

校
同
窓
会
予
算
案
に
つ
い
て

以
上
の
す
べ
て
の
議
案
は
、承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項　

母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
総
会
に
先
立
ち
、
６
月

13
日
に
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
、
後
援
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

各
々
会
長
、
副
会
長
出
席
の
下
、
実
行
委
員
会
則
、

役
員
選
出
、
諸
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
と
在
校
生
と
の
関
わ
り
合
い
を

保
つ
為
、
事
務
局
よ
り
11
月
実
施
の
一
商
祭
に
お

い
て
、
同
窓
会
の
ブ
ー
ス
を
設
け
た
ら
ど
う
か
提

案
が
あ
り
、
早
速
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
商
祭
に
同
窓
会
が
参
加
す
る
こ
と
は
初
め

て
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
、
昔
、
学
ん
だ

母
校
を
久
し
ぶ
り
に
訪
問
さ
れ
る
こ
と
も
如
何
で

同窓会長

白井　　和
（昭和34年度）

ご
　
挨
　
拶

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
と
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
ま
で
あ
と
２
年
と
な
る
本

年
。６
月
に
同
窓
会
、後
援
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
お
よ

び
副
会
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、千
葉
県
立
一
宮

商
業
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
を
発
足
し
、実
行
委
員
長
に
は
白
井
和
同
窓

会
長
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
各
団
体
よ

り
委
員
の
方
々
を
ご
推
薦
い
た
だ
き
、９
月
に
は
第

２
回
実
行
委
員
会
を
実
施
し
、委
員
の
皆
様
に
記
念

事
業
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も

定
期
的
に
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、令
和
７
年
に
迎

え
ま
す
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、何
か
と
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
と

存
じ
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
校
は
、
大
正
14
年
に
地
元
の
方
々
の
強
い
要

望
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
昭
和
28
年
に
県
立
高
校
と

な
り
、
昭
和
46
年
に
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
情
報

処
理
科
を
設
置
し
情
報
処
理
教
育
を
推
進
。
最
近

で
は
、
平
成
30
年
に
文
部
科
学
省
よ
り
ス
ー
パ
ー

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）

の
指
定
を
受
け
、
地
域
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
き

た
こ
と
、
そ
の
後
も
実
践
的
な
観
光
の
学
び
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
令
和
４
年
に
は

千
葉
県
教
育
委
員
会
か
ら
県
立
高
校
改
革
推
進
プ

ラ
ン
・
第
一
次
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ
れ
、

本
校
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
観
光
に
関
す
る
コ
ー
ス
を
設
置
す

る
と
の
こ
と
が
決
ま
り
、
令
和
６
年
度
入
学
生
よ

り
観
光
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
令
和
７
年
度
の
２
学

年
か
ら
観
光
に
関
す
る
コ
ー
ス
の
授
業
開
始
へ
向

け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
長
い

年
月
に
渡
っ
て
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
一
宮
商

業
高
校
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら

も
末
永
く
広
範
に
誇
れ
る
「
一
宮
商
業
高
校
ブ
ラ

ン
ド
」
で
あ
る
た
め
、
一
宮
商
業
高
校
の
教
育
を

継
承
・
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
引

き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

校　長

常世田信幸

校
長
挨
拶

し
ょ
う
か
。
在
学
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
も
懐
か
し
い

こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。

　

前
号
で
も
触
れ
て
お
り
ま
す
が
、令
和
５
年
の
母

校
３
月
卒
業
生
１
５
７
名
、
４
月
新
入
生
１
０
３

名
、
定
員
割
れ
57
名
で
あ
り
ま
す
。外
房
地
域
の
少

子
化
は
、
10
年
前
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。近
隣
地

域（
長
生
、い
す
み
、安
房
）で
は
、定
員
割
れ
の
高
校

が
散
見
さ
れ
ま
す
。同
窓
会
の
存
立
は
、
母
校
あ
っ

て
の
も
の
で
す
。商
業
教
育
は
、
企
業
会
計
の
基
礎

と
し
て
不
可
欠
で
す
。学
校
当
局
と
し
て
は
、
新
し

い
教
育
方
針「
令
和
７
年
度
の
２
学
年
始
」を
示
さ

れ
て
い
ま
す
。校
長
先
生
を
始
め
と
し
、
諸
先
生
方

の
ご
協
力
の
下
、
来
年
度
に
は
、
定
員
割
れ
防
止
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、母
校
の
発
展
と
充
実
、そ
し
て
、

茂
原
、
長
生
、
い
す
み
、
首
都
圏
各
々
支
部
の
ご

活
躍
、
加
え
て
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

初
任
教
頭
で
あ
り
多
く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
二
年
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
一
年
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
感
染
者
が
発
生

し
、
感
染
対
策
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
修
学
旅
行
を

延
期
し
、
再
度
実
施
に
向
け
検
討
し
ま
し
た
が
、

結
局
中
止
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
学
校
行
事
が

通
常
通
り
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
校
と
し

て
の
活
躍
の
場
も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
残
念

な
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
二
年
目
に
入
る
と
少
し
ず
つ
教
育
活

動
が
通
常
へ
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
団
長
と
し

て
引
率
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
修
学
旅
行
に
お
い
て
、

生
徒
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
商
の
特
徴
で
あ
る
地
域
連
携
も
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
躍

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
月
初
め
の
一
週

間
に
行
わ
れ
て
い
る
朝
の
小
中
学
生
へ
の
登
校
指

導
は
、
ど
こ
の
学
校
も
真
似
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

　

勤
務
し
て
い
る
と
き
は
、
あ
た
り
ま
え
と
感
じ

て
い
た
こ
と
が
、
転
勤
し
て
か
ら
考
え
る
と
大
変

す
ば
ら
し
い
こ
と
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
創
立
百
周
年
を
迎
え

る
一
商
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
千
葉
県
立
一
宮
商
業
高
等
学
校
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と

御
支
援
を
賜
り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

同
窓
会
の
活
動
に
関
し
ま
し
て
も
御
多
忙
の
中
、

多
方
面
に
お
い
て
御
支
援
、
御
協
力
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
末
の
人
事
異
動
で
、
千
葉
県
立
銚

子
商
業
高
等
学
校
か
ら
着
任
し
ま
し
た
向
後
と
申

し
ま
す
。
母
校
で
も
あ
り
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
本

校
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
教
頭
と
し
て
力
不
足
な
点
が
あ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
前
任
の
田
邉
教
頭
同
様
に
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
平
成
五
年
三
月
ま

で
、
生
徒
と
し
て
一
宮
商
業
に
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。担
任
は
現
校
長
の
常
世
田
信
幸
先
生
で
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
先
生
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
授
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
部
活
動

に
お
い
て
も
野
球
部
に
所
属
し
、
主
将
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野
球
部
の
現
役
時
代
に

感
じ
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
方
達
か
ら
の
た
く

さ
ん
の
援
助
を
し
て
い
た
だ
き
支
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
で
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
東
洋
大
学
に
進
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、教
員
を
目
指
し
て
学
業
に
励
み
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
も
商
業
科
の
教
育
実
習
で
本
校
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
学
生
の
私
を
多
方
面

に
お
い
て
、
恩
師
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
が
助

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
平
成
九
年
四
月
、
本
校
で
臨

時
的
任
用
実
習
助
手
と
し
て
一
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
進
路
指
導
部
に
所
属
し
、
当
時
の
先

生
方
に
は
、
た
く
さ
ん
の
御
配
慮
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
教
員
に
な
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
教
員
と
し
て
の
在
り
方
も
御
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
に
教
員
と
し
て
正
採
用
さ
れ
、

流
山
高
校
で
教
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
一
宮
商
業
高
校
で
教
諭
と

し
て
お
世
話
に
な
り
、
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で

の
十
二
年
間
、
本
校
に
お
い
て
生
活
を
す
る
と
と

も
に
多
く
の
方
達
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

担
任
と
し
て
卒
業
生
を
三
度
、
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
現
在
、
教
師
と
し
て

奮
闘
し
て
い
る
卒
業
生
を
は
じ
め
、
多
方
面
に
お

い
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
す
。
こ
の
教

諭
時
代
の
十
二
年
間
で
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
が
野

球
部
で
の
活
動
で
す
。
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
会
を
は
じ

め
同
窓
会
の
皆
様
の
温
か
い
援
助
、
後
援
会
の
皆

様
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
現
在
の
野
球
部
が
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。多
く
の
支
え
を
い
た
だ
き
、

平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
平
成
初
の
五
回

戦
進
出
（
ベ
ス
ト
十
六
）、
平
成
二
十
七
年
度
に

も
市
立
船
橋
や
流
通
経
大
柏
を
退
け
再
び
五
回
戦

進
出
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
野
球
部
に

所
属
し
た
選
手
達
や
保
護
者
の
皆
様
、
い
つ
も
応

援
し
続
け
て
く
れ
た
生
徒
や
先
生
方
、
そ
し
て
同

窓
会
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
、
後
援
会
を
は
じ
め
一
宮

商
業
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
後
押
し
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

息
子
二
人
も
一
宮
商
業
で
お
世
話
に
な
り
、
六

年
間
、
保
護
者
と
し
て
本
校
と
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
で
一
宮
商
業
と
の
関
係
が
二
十
三
年

目
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
母
校
の
た
め
に
精
一
杯
、
恩
返
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
年
後
の

創
立
百
周
年
に
向
け
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
一
宮

商
業
と
と
も
に
全
力
で
駆
け
抜
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教　頭

向後孝憲

前
教
頭
挨
拶

感
謝
と
恩
返
し

前教頭

田邉　　学

〔
退
職
〕

手
塚
恒
彦
（
商
業
）

北
根
克
義
（
特
別
業
務
職
員
）

〔
転
出
〕

田
邉
　
学
（
教
頭
）

市
原
緑
高
校

古
市
則
子
（
国
語
）

茂
原
高
校

武
田
晋
平
（
国
語
）

東
金
高
校

網
中
　
萌
（
国
語
）

長
生
中
学
校

鈴
木
俊
昭
（
数
学
）

土
気
高
校

田
中
昌
世
（
音
楽
）

大
多
喜
高
校

橋
本
秀
哉
（
商
業
）

流
山
高
校

佐
藤
美
穂
（
養
護
）

長
生
高
校

安
藤
美
香
（
主
査
）

茂
原
樟
陽
高
校

〔
転
入
〕

向
後
孝
憲
（
教
頭
）

銚
子
商
業
高
校

星
野
尚
惠
（
国
語
）

長
生
高
校

的
野
誠
二
（
国
語
）

茂
原
北
陵
高
校

海
保
和
正
（
数
学
）

大
原
高
校

鈴
木
貴
大
（
数
学
）

新
採
用

御
園
直
斗
（
理
科
）

生
浜
高
校

中
村
高
大
（
商
業
）

習
志
野
高
校

福
沢
達
哉
（
商
業
）

大
原
高
校

白
久
沙
華
（
養
護
）

大
原
高
校

長
嶋
　
茂
（
音
楽
）

茂
原
樟
陽
高
校

髙
﨑
博
満
（
副
主
査
）

鴇
嶺
小
学
校

古
堅
時
宗
（
特
別
業
務
職
員
）

新
採
用

令
和
四
年
度
末

　
　
職
員
の
異
動（
順
不
同
）

◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆
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令和５年度　一宮商業高等学校同窓会　収支決算書

令和４年度  一宮商業高等学校同窓会  活動報告

　

令
和
五
年
六
月
十
七
日
（
土
）
母
校
会
議
室

に
て
、
令
和
五
年
度
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
顧
問
で
あ
る
常
世
田
校
長
、
古
市
前

会
長
を
お
迎
え
し
、
白
井
会
長
、
石
川
副
会
長
、

吉
野
副
会
長
、
海
老
根
副
会
長
以
下
、
会
計
、

監
事
、
常
任
幹
事
、
監
事
ほ
か
会
員
と
事
務
局

含
む
三
十
名
が
出
席
し
、
議
案
が
審
議
さ
れ
、

本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
た
る
令
和
七
年
度
の
母
校
創
立
百
周

年
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
実
行
委
員
会
を
後
援

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
立
ち
上
げ
し
て
記
念
事
業

の
実
施
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

令和５年度一宮商業高等学校同窓会決算について次のとおり報告いたします。　令和５年６月17日
　　　積立金（定期預金報告）	 	 定期預金内訳
　　　１．令和３年度末積立総額	 11,700,000円	 ①千葉銀行一宮支店	 1,400,000円
　　　２．令和４年度積立額	 1,500,000円	 ②房総信用組合一宮支店	 10,000,000円
　　　３．積立金取り崩し	 0円
　　　４．積立金合計額	 13,200,000円

◎収入の部
科　目 予算額 補正額 計 収入済額 増　減 附　記

１． 入 会 金 1,106,000 0 1,106,000 1,099,000 ▲ 　7,000 令和４年度卒業生157名×7,000円
２． 維 持 会 費 780,000 0 780,000 610,048 ▲ 169,952 維持会費（377名分）
３． 賛 助 金 300,000 0 300,000 267,000 ▲ 33,000 賛助金（55名分）
４． 預 金 利 益 1,000 0 1,000 226 ▲ 774 普通・定期預金利息
５． 雑 収 入 500 0 500 0 ▲ 500
６． 繰 越 金 3,193,318 0 3,193,318 3,193,318 0 前年度より繰越金

計 5,380,818 0 5,380,818 5,169,592 ▲ 211,226
◎支出の部

科　目 予算額 補正額 計 収入済額 増　減 附　記
１． 総 会 費 100,000 0 100,000 26,404 73,596
２． 会 議 費 150,000 0 150,000 21,890 128,110 会計監査費、役員会飲物代
３． 接 待 費 100,000 0 100,000 0 100,000
４． 旅 費 20,000 0 20,000 0 20,000
５． 通 信 費 90,000 0 90,000 33,610 56,390 総会案内（切手、葉書代）、振込手数料
６． 業務委託費 800,000 0 800,000 736,724 63,276 松濤発行代行業者委託費
７． 消 耗 品 費 3,000 0 3,000 0 3,000
８． 負 担 金 27,000 0 27,000 27,000 0 母校職員転退職者の餞別（16名分）
９． 補 助 金 400,000 0 400,000 270,000 130,000 母校生徒会援助、横断幕
10． 事 業 費 300,000 0 300,000 154,660 145,340 卒業証書ホルダー、同窓会ホームページ継続費
11． 事 務 費 50,000 0 50,000 580 49,420 封筒代
12． 積 立 金 1,500,000 0 1,500,000 1,500,000 0 定期預金積立
13． 支 部 費 240,000 0 240,000 240,000 0
14． 雑 費 50,000 0 50,000 0 50,000
15． 予 備 費 1,550,818 0 1,550,818 0 1,550,818
16． 繰 越 金 0 0 0 2,218,724 ▲ 2,218,724

計 5,380,818 0 5,380,818 5,229,592 151,226
監査報告　令和５年度同窓会会計を監査した結果、帳簿及び証憑類ともに正確に処理され適正であることを認めます。令和５年５月16日
　一宮商業高等学校同窓会長　様　　一宮商業高等学校同窓会　　　監　査　土屋　芳廣　㊞　　　監　査　岡部　昌夫　㊞

定期総会のご案内

下記のとおり定期総会を開催します。
記

日時　2024年６月22日（土）15時より
場所　母校会議室

議題　令和５年度事業及び決算報告
　　　令和６年度事業及び予算について
　　　創立100周年について

一宮商業高等学校同窓会会長　白井　和

月 日 曜日 事業内容

４
７ 木 入学式　入学許可133名（商業科・情報処理科）
30 土 長生支部総会

５
16 月 令和３年度会計監査
21 土 常任幹事会・幹事会

６
17 金 同窓会ゴルフコンペ（一宮カントリークラブ）
18 土 定期総会　　　　　

７ 15 金 茂原支部臨時総会
８ ７ 日 長生支部納涼会（一宮海岸）
11 同窓会報「松濤」46号　発行（株式会社サラト）

３

８ 水 同窓会入会式　
９ 木 卒業証書授与式（商業科　第75回　情報処理科　第50回）

31 金
令和４年度決算書・事業報告書作成
令和５年度予算案・事業計画案作成

総

会

報

告

松　　　濤（3）　第47号 令和６年４月吉日



●
令
和
五
年
度
長
生
支
部
納
涼
会

　

令
和
五
年
八
月
六
日（
日
）一
宮
海
岸
に
て
、

令
和
五
年
度
長
生
支
部
納
涼
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。鵜
澤
支
部
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
乾
杯
の

時
に
は
数
十
名
だ
っ
た
支
部
会
員
も
正
午
近
く

に
は
三
十
名
近
く
集
ま
り
、
家
族
で
参
加
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
た
い
へ
ん
賑
や
か
な
納
涼

会
と
な
り
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
、
台
風
六
号
の

影
響
に
よ
り
海
が
時
化
に
見
舞
わ
れ
、
予
定
し
て

い
た
地
引
網
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
地
元
の
海
で
採
れ
た
新
鮮
な
魚
を
使
っ
た
料

理
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。暑
い
中
、
鉄
板
で
焼
き
そ
ば

を
作
っ
た
り
、
子
ど
も
向
け
の
ス
イ
カ
割
り
も
催

さ
れ
て
、
同
窓
生
の
世
代
を
越
え
た
楽
し
い
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。来
年
度
は
さ
ら
に
多
く
の

同
窓
生
が
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ら
に
支
部

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

前
回
の
執
筆（
松
濤
第
四
十
四
号
）で
は
、
母
校

創
立
八
十
周
年
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
し
て
、
気
が
つ
い
て
み
れ
ば
創
立
百
周
年

が
間
近
に
迫
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
す
。

　

こ
の
松
濤
の
中
に
も
百
周
年
に
向
け
て
、
記
念

事
業
、
実
行
委
員
会
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ

て
、
危
機
感
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。勿
論

母
校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
は
お
め
で

た
い
こ
と
で
す
し
、
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
誇
り

さ
え
感
じ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
校

の
た
め
、
現
役
の
生
徒
の
た
め
に
何
か
お
役
に
立

て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

支
部
金
庫
番
と
し
て
は
、
密
か
に
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、「
夢
を
再
び
！
」と

い
う
こ
と
で
す
。勿
論
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
支
部
役
員
の
皆
様
と
も
相
談
し
、
何
よ
り

支
部
総
会
を
開
催
し
て
支
部
会
員
の
了
解
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
、
令
和
五
年

五
月
第
二
類
か
ら
第
五
類
へ
と
移
行
さ
れ
ま
し

た
。た
だ
、
感
染
症
が
収
束
し
た
か
と
い
え
ば
そ

う
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
注
意
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
、
何
と

か
茂
原
支
部
総
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

支
部
だ
よ
り

活
動
報
告

 

茂
原
支
部
の
金
庫
番
②

山
田
八
郎
（
昭
和
四
十
九
年
三
月
情
一
期
生
）

　

与
え
ら
れ
た
紙
面
に
少
し
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
年
度
同
窓
会
総
会
の
常
世
田
校
長
先
生

の
挨
拶
か
ら
小
話
を
一
つ
。

　

一
宮
商
の
目
指
す
生
徒
像
に
つ
い
て
ま
ず
一

番
に「
挨
拶
が
で
き
る
」と
お
話
に
な
り
ま
し

た
。全
く
の
同
感
で
、
古
来
よ
り「
明
る
い
笑
顔
と

大
き
な
挨
拶（
返
事
）が
幸
せ
を
招
く
」な
ど
と
申

し
ま
す
。

　

初
対
面
で
、
こ
の
人
と
仲
良
く
な
れ
る
か
、

そ
れ
と
も
う
ま
く
い
か
な
い
か
は
、
０
．２
秒
で

決
ま
る
そ
う
で
す
。い
わ
ゆ
る
第
一
印
象
で
す
。

大
き
く
元
気
な
声
で
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」プ
ラ
ス
笑
顔
が
あ

れ
ば
、う
ま
く
い
か
な
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歯
を
八
本
見
せ
る
笑
顔
が
最
高
で
す
。

「
い
・
・
・
」と「
う
・
・
・
」と
交
互
に
声
を
出
せ
ば
、

「
い
」の
時
に
口
角
が
広
が
っ
て
、
歯
が
見
え
ま

す
。さ
ら
に
、エ
ク
ボ
で
も
で
き
た
ら
最
強
で
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
こ
と
が
多
く
、
素
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
目
は
マ
ス
ク

で
隠
せ
ま
せ
ん
。目
の
役
割
は
笑
顔
の
中
で
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。読
者
の
皆
さ
ん
の

目
力（
め
ぢ
か
ら
）は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
返
事
で
す
。皆
さ
ん
は
、
病
院
等
で
名

前
を
呼
ば
れ
た
時
、「
は
い
」と
返
事
を
し
て
い
ま

す
か
？

　

幼
稚
園
児
や
保
育
園
児
は
、
大
き
な
声
で「
は

い
」と
返
事
が
で
き
ま
す
。そ
れ
が
、
成
長
す
る
に

つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
声
が
小
さ
く
な
り
、
大
学
生
と

も
な
る
と
呼
ば
れ
て
も
返
事
が
返
っ
て
こ
な
い

場
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。こ
ん
な
こ
と
で
よ
い
訳

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

我
が
家
で
は
、
一
宮
商
に
習
い
、
大
き
な
声
で

返
事
を
す
る
よ
う
に
、子
や
孫
に
躾
て
い
ま
す
。

駄
文
を
失
礼
し
ま
し
た
。

●
令
和
五
年
度
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

令
和
五
年
六
月
十
六
日（
金
）一
の
宮
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
に
て
、
毎
年
恒
例
の
同
窓
会
主
催
令

和
五
年
度
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。十
一
年
目
を
迎
え
た
今
回
は
十
組
三
十
六

名
が
参
加
し
て
、
そ
の
中
に
は
女
性
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
三
名
、
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
平
成
年
度
卒
業

生
も
含
み
、
大
い
に
コ
ン
ペ
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。当
日
は
梅
雨
真
っ
只
中
の
曇
り
空
で
し
た

が
、
プ
レ
イ
中
は
雨
粒
が
落
ち
る
こ
と
な
く
天
候

に
恵
ま
れ
、
全
て
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
楽
し
く
ラ
ウ

ン
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
見
事

な
成
績
を
収
め
た
の
は
、
優
勝�

石
井
宏
一
さ
ん

（
昭
和
四
十
九
年
卒
）、
準
優
勝�

秋
山
秀
樹
さ
ん

（
昭
和
四
十
四
年
卒
）、
第
三
位�

村
田
宏
之
さ
ん

（
平
成
二
年
卒
）、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞�

秋
山
秀
樹

さ
ん
で
し
た
。
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同窓会ホームページへの掲載を希望されるイベントの告知、
記事はメール、FAXまたはLINEでお寄せください。

メール　m.kuga.gt@gmail.com
　　　　（ I T 委員会　久我昌文）

Ｆａｘ　0475 42 3919　　　　　　

LINE連絡先

【同窓会ホームページのアドレス】
同窓会ホームページ　http://ichisho-dosokai.com

　

首
都
圏
支
部
の
皆
様
、
各
支
部
の
会
員
の
皆

様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
へ
と

移
行
し
、
街
の
賑
わ
い
も
少
し
ず
つ
華
や
い
で
き

ま
し
た
。長
ら
く
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た

首
都
圏
支
部
総
会
で
す
が
、
十
月
二
十
一
日（
土
）

浅
草
観
光
を
行
い
ま
し
た
。浅
草
に
は
昔
の
東
京

の
雰
囲
気
が
残
っ
て
お
り
、
歴
史
あ
る
浅
草
寺
や

仲
見
世
通
り
等
の
散
策
、
麦
と
ろ
本
店（
麦
と
ろ

が
名
物
の
懐
石
料
理
）に
て
総
会
及
び
昼
食
会
。

そ
の
後
希
望
者
は
東
京
観
光
汽
船
に
て
浜
離
宮

散
策
。今
後
も
各
支
部
を
超
え
て
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
五
年
は
千
葉
県
誕
生
百
五
十
周
年

で
す
。県
内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。一
商
の
あ
る
一
宮
町
は
一
八
九
〇

年
に
一
宮
本
郷
村
と
新

村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
百
三
十
三
年
、
我
が
母
校
一
商
は
一
九
二
五
年

一
宮
実
業
学
校
と
し
て
創
立
し
、
二
〇
二
五
年
、

百
周
年
を
迎
え
ま
す
。学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、後
援
会
、

同
窓
会
で
組
織
す
る
百
周
年
記
念
事
業
専
門
委

員
会
も
立
ち
上
が
り
、
現
在
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

先
日
、
玉
前
神
社
に
参
拝
を
し
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」放
映

後
、
参
拝
客
が
増
加
し
、
境
内
も
賑
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。毎
年
、
九
月
十
三
日
は
上
総
十
二
社
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
以
降
、
中
止
・
縮
小
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
は
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。こ
の
お
祭

り
は
千
葉
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
祭
神
玉
依
姫
命
と
そ
の
一
族
が
由
縁
の

釣
ヶ
崎
海
岸
で
年
に
一
度
再
会
す
る
と
い
う
壮

大
な
儀
礼
で
す
。房
総
半
島
に
多
い
浜
降
り
神
事

の
中
で
も
最
古
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
、
意
義
深

い
古
儀
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
お
祭
り
で
す
。特

に
釣
ヶ
崎
海
岸
で
の
ゆ
か
り
の
神
々
を
奉
じ
た

九
基
の
御
神
輿
を
千
名
あ
ま
り
の
男
た
ち
が
、
そ

れ
ぞ
れ
担
い
で
九
十
九
里
浜
を
疾
走
し
、
ご
祭
神

ゆ
か
り
の
釣
ヶ
崎
海
岸
に
集
う
さ
ま
は
圧
巻
で

す
。是
非
皆
様
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
例
年
よ
り
暑
い

日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。皆
様
に
は
健
康
に
留
意

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
目
の
前
に
迫
っ
た
母
校
の
百
周
年
に
向
け
、
す

べ
て
の
同
窓
生
一
丸
と
な
り
、
更
な
る
一
商
の
発

展
に
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

首
都
圏
支
部
だ
よ
り

首
都
圏
支
部
事
務
局
　
吉
田
理
和（
昭
和
五
十
四
年
度
卒
）

ＩＴＩＴ委員会からのお願い委員会からのお願い

玉前の森の緑は変わらぬ　　　　仰ぎみる自治の学び舎は
形は変われど理念は変わらず　　積み重ねてきた名と誉れは
光り輝き次代へと引き継がれる
希望に燃え集い　　使命に燃え学び　　理想に燃え励む
そうして今もこれからも一宮商業は永遠を創造する

創立100周年記念  一宮商業同窓会アンケート

・年代を教えてください。
　19 ～ 25歳　　26 ～ 35歳　　36 ～ 45歳　　46 ～ 55歳
　56 ～ 65歳　　66 ～ 75歳　　76歳以上

・性別を教えてください。
　男　女　回答せず

・卒業した学科を教えてください。
　商業科　情報処理科

・ 一商での高校生活で印象に残っていることを教えてください。

・ 社会に出てから、一商を卒業して良かったと思ったことを教
えてください。

・一商の強みは何だと思いますか。

・一商生に期待することを教えてください。

・最後に一商生への応援のメッセージをお願いいたします。

母校・千葉県立一宮商業高等学校は、令和７年に100周年を迎

えます。

100周年を迎えるにあたり、みなさまの「一商での思い出」や

「今、一商で学ぶ後輩たちへのメッセージ」を募集いたします。

アンケートへの参加方法は、下のＱＲコードをスマートフォ

ンで読み取ると表示される回答フォームで手軽に回答するこ

とができます。また、質問内容は右側のとおりですので、はが

きに記入して学校宛てに送付していただいてもかまいません。

みなさまからいただいたお声を生徒へ伝えるとともに、一部

を来年度の松濤へ掲載させていただきます。ア

ンケートへの協力と、母校・一宮商業高校への応

援を引き続きよろしくお願いいたします。

令和７年  千葉県立一宮商業高等学校は
創立100周年を迎えます。
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　　　　　　　一宮商業同窓会アンケート　結果まとめ
前号の松濤に全頁のアンケート集計のお願いをさせていただきました。ここで、皆さまから頂いたお声の
一部を紹介させていただきます。また、引き続き募集しておりますので、ご協力よろしくお願い致します。

問．社会に出てから、一商を卒業してよかったと思ったことを教えてください。
答　・簿記会計の知識が仕事の様々な場面で助けてくれた事です。
　　・仕事で辛い思いをしても野球部の練習に比べたら楽と思える事。
　　・理由はありません、母校は誇りです。
　　・設備会社で勤務していた時、得意先に赴いて、挨拶をきちんとしたら、得意先の所長にほめられて、仕事がもらえた。
　　・辛くても我慢ができるようになった。
　　・商業科目全般の知識とともに、社会人として生きていく基礎をいちはやく学べた事。
　　・パソコンに慣れていたこと。

問．一商生に期待することを教えてください。
答　・公私に必要とされる人間になって下さい
　　・世界に羽ばたく事。
　　・あらゆることに挑戦してください
　　・全国大会出場とか会計士合格とか
　　・皆で応援し、一度は甲子園をお願いします。
　　・素晴らしい環境を活かせるかどうかは自分次第です。一商生である自覚と誇りを持って日々過ごしていただきたいです。
　　・今のネット社会を生かして新しいことに挑戦してほしい。
　　・みんなで協力しあって、高校生活を楽しんでほしいと思います。
　　・何かに一生懸命に取り組める人になってください
　　・商業科でしたが情報処理も学んで欲しい。
　　・ 知り合いの一商生が、中学時代よりとても礼儀正しく頑張っているのを目にしました  一商の生徒指導は昔も今も変わ

りないと感じました。
　　・近年若者のIT離れが進んでいると言います。それに逆行してIT社会でも通用できる人財を目指してみてください。

問．一商生への応援メッセージをお願いします。
答　・青春を謳歌し悔いなき学生生活を送って下さい
　　・野球部頑張れ‼️
　　・楽しい高校生活でありますように
　　・まだ幾つになっても母校を誇れますように　
　　・高校生活が、楽しい時間になりますように
　　・とにかく在学中は大いに遊び、勉強し、青春を謳歌して下さい。
　　・一商プライドを胸に、素晴らしい高校生活を送って下さい！
　　・ もしかしたら、高校の三年間ではやりたいことがみつけられず悩んでいる人も中にはいるかもしれませんが、大丈夫なので、

高校生活を楽しんでください。コロナ禍で行事が中止になり、大変かと思いますが、貴重な高校生活を楽しんでください。
　　・高校野球をはじめ、テレビや新聞で一宮商業を見かけると嬉しくなります。
　　・これからもみなさんの活躍で元気をください！
　　・たくさん学んで遊んでください。無駄なものはありません。
　　・今しか出来ないことに打ち込んでください。時間を大切に！
　　・OBとして電算部を応援しています。プロコン日本一目指して頑張ってください。

創立100周年記念

問．一商での高校生活で一番印象に残っていることを教えてください。 
答　・毎日の部活動での練習とメンバーとの交流は輝いていた時の思い出です。
　　・野球部の練習がきつかった。
　　・登校時一宮駅を降りて学校まで集団登校のように並んで友達と話ながら登校したことが懐かしいです
　　・部活動で汗を流したこと。
　　・生徒会活動
　　・文化祭
　　・スキーの修学旅行が、行く前は嫌だったけど、行ったら楽しかったこと。
　　・剣道部の稽古
　　・ たくさんの良い思い出があり、１つにしぼるのが難しいのですが…珠算部に所属し、朝練 昼練 夕練に明け暮れ、夏には

校内合宿もしたことが一番です。親身になって進路指導をしてくださった先生のことも忘れません。そして、部活の後に
いつも食べていた 白鳥パンやさんのメロンパンの味は最高でした！

　　・電算部での活動
　　・入学式
　　・一商祭での演奏披露（吹奏楽部）
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●令和６年度より観光コーススタート

　令和６年度入学生より「観光コース」がスタートします。観光コースは、観光に関する知識や技術を
習得するとともに、観光ビジネス従事者としての心構えやマナー、おもてなしの精神といった「観光ホ
スピタリティ」を学び、観光ビジネスの未来を担う人材を育成します。
　入学時は従来どおり商業・情報処理科として入学し、１年生で商業の基礎となる「ビジネス基礎」、「簿
記」、「情報処理」を学び、２年生に進級する際に「商業科」「情報処理科」に分かれます。「商業科」で
は簿記会計を中心に学び、「情報処理科」では情報を中心に学びながら、他に２つの選択授業からより興
味関心のある分野について学ぶことができます。選択科目の中に令和５年度よりスタートした「観光ビ
ジネス」と令和７年度よりスタートする「観光ホスピタリティ」があり、この２つの科目は両方を選択
することが必要となり、選択者が「観光コース」となります。「観光コース」は、３年生の選択科目で

「地域観光」を選択し、２年間にわたり観光ビジネスの従事者や上級学校と連携しながら「観光ビジネス」
に関わる知識・技術を深めていきます。

●釣ヶ崎海岸にアート掲示

　令和４年11月に、東京五輪サーフィン種目会場「釣ヶ崎海岸」
に一商生が描いたアートが掲示されました。一宮町より、東京五
輪サーフィン競技が行われた釣ヶ崎海岸にある大会でも使用さ
れた施設「ステラ釣ヶ崎」の壁面にオリンピックレガシーとして
残るよう町内の学校の児童生徒が描いた絵を飾る提案をいただ
いたもので、一宮町や千葉県塗装工業会の皆さまのご指導のもと
取り組んだものです。デザインは髙山咲良さん（令和５年３月
卒）、ボードへの下絵はビジネス研究部、実写は２年選択地域観
光Ⅰ（令和４年選択者）が描きました。東京五輪のメモリアルアー
トとして長期掲示されますので、ぜひ現地でご覧下さい。

一
宮
商
業
高
校

　
近
況
報
告
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一宮商業の誕生と志田鉀太郎博士
　鉀太郎が東京商科大学から明治大学に軸足を移した大正末年の頃、彼はもう一つの学校経営に関わることになった。それは別邸の
あった長生郡一宮町でのことである。
　一宮町は千葉県の太平洋側九十九里浜の南端に位置し、古くから半農半漁の町である。初代藩主は加納久儔で一万三千石、幕末
の藩主久徴は文久元年幕府の若年寄を拝命、孝明天皇皇女和宮の第十四代将軍家茂への降嫁の警護役を務めたという由緒ある城下
町。ここに別荘を作ったのは明治三十八年頃らしい。だんだん面積を広げていくとともに町の有力者との交流を深めていった。大正
末期にはここに滞在する時間もかなり長くなっていた。
　その頃一宮町では商業にもっと力を入れようという機運が起こり、二駅千葉寄りの茂原町に出来ていた尋常中学校（現長生高校）
と農業学校（現茂原樟陽高校）に対応する形で実業学校（現在の一宮商業高校）を作ろうと有志が協議した。設立代表者は渡辺脩三、田
中周、宮重謙輔の三人。
　そして大正十四年五月、私立一宮実業学校が設立された。この時、鉀太郎に校長就任の依頼がきた。鉀太郎は長年一宮町に逗留し、
この町が気に入っていたので喜んで校長職を受け入れた。鉀太郎の訓話は政治、経済、社会、文化、そして国際問題にも広がっていた。
　鉀太郎の教育面での活動は、若い時は東京高商や商科大学の学生達を対象に、日本の産業界の指導者層を教育した。そして中年に
さしかかった頃（三〇代から五〇代）には、これら指導者層と協力して活動する層として明治大学の学生達を教えはじめた。さらに
一宮実業学校においては、一般庶民と直接接する中堅層を育てる、ということを念頭において指導した、と言えるのではないだろう
か。「人にはそれぞれの活動の場があり、また人はそれぞれの場で能力を発揮することが求められている。それを各自が自覚し誠実に
努力することが大切だ」と説いていた。
　一宮実業学校は開学三年（昭和三年）で私立から町立となりさらに八年後の昭和十一年から県立となった。鉀太郎は県立移管の直
前に退職、任期は約十一年間、その間一切の報酬を受け取らなかったという。
� 出典：志田俊郎（2015）『志田鉀太郎の生涯』、文芸社。

昭和７年　校舎全景 昭和８年　新校舎全面 昭和32年　校舎全面

昭和40年　体育館完成 昭和47年　電算棟完成 昭和49年　特別教室棟完成

昭和56年　校舎全景 昭和60年　グランド全面整備工事 平成27年　創立90周年記念撮影

写
真
で
見
る

�

一
宮
商
業
高
校
の
歴
史

創　立
100周年
特　集
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